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子どもたちにたくさんの体験を提供するために

児童通所支援事業所ひまわり

のばす

むすぶ

　児童発達支援では、未就学児を対象に個別の療育を
行っています。放課後等デイサービスでは療育の必要
な小学生から高校生の子どもたちを対象に様々な活動
プログラムを実施しました。今年度は２０名ほどの子
どもたちが利用し、毎日元気いっぱいの子どもたちは、
ひまわりでできたお友だちと遊ぶのを楽しみに笑顔で
来所してくれました。お友だち同士や職員とのかかわ
りの中で、いろいろな経験をしながら日々成長してい
ます。マスクを着用しての買い物や工場見学、感染予

防に十分配慮した上でのクッキングなど、コロナ禍で
も様々な体験ができるよう心がけました。おやつが大
好きな子どもたちに大人気の買い物活動や、のびのび
と身体を動かすことができる公園に外出など、通年の
プログラムに加え、クリスマスや節分といった季節の
イベントも行いました。子どもたち一人ひとりの障害
特性やスキル、個性に合わせて、夢中になって楽しめ
るような活動計画を心掛けています。

相談支援の実践を発表することの意義

地域連携室

　２月に法人の取り組みで行われている実践報告会で、
医療的ケア児に関する実践を報告させていただきました。
　令和３年９月に医療的ケア児支援法が施行され、京
都府においても、翌年４月に「京都府医療的ケア児等支
援センター」（愛称：ことのわ）が開設されています。
　今回の報告内容は、NICU（新生児集中治療室）から
退院し、在宅生活を送る中で、未整備の在宅支援を背
景に、さまざまな地域資源との連携を通して、多職種

連携の重要性や、地域課題の解決に取り組んできた実
践を報告しました。
　審査員の方々からも、高い評価をいただき、普段、
見えにくい相談業務のやりがいや、実務を知ってもら
うという点で、とても良い機会となりました。今後も、
こういった機会を通して、法人が取り組むソーシャル
ワークの実践を可視化し、地域課題やその実践の重要
性を皆で確認していきたいと思います。

たのしむ

　第２乙訓ひまわり園では感染症対策をおこないながらの行事企画に力
を入れてきました。コロナ禍で活動が制限される中、なんとか園内で安
全に楽しめる行事は無いかと、新たな取り組みを計画し挑戦しています。
今年もメンバー・職員、力を合わせて、季節に応じた活動やイベントをお
こないました。イベント当日はもちろん、準備段階からもしっかり楽し
めるよう、工夫を凝らしています。準備物のデザインなど、皆で相談し
一緒に作り上げていくことで期待も膨らみ、当日までのプロセスを楽し
むことができました。

　つむぎ .beグループでは、つむぎスポーツフェスタを開催しました。今
年で三度目の開催となります。利用者それぞれチームに分かれ、応援旗
を手書きで作成し、雰囲気を盛り上げていきました。当日は、「パン引き
競走」や「借り物競争」で汗を流しながら、みんなで一つのことに取り組
めることを喜び、清々しい秋の雰囲気を楽しみました。

　そらグループでは、初めての試みとして、ハロウィン仮装パー
ティーをおこないました。パーティーに向けて、パンプキン帽
子や衣装の創作をしました。当日はいつもと違う姿を見て、互
いに笑い合いながら、ハロウィンダンスやお菓子を食べ、楽し
い時間を過ごすことができました。

　ハロウィンパーティーに向け、パンプキン帽子を制作しまし
た。画用紙を上手に切り貼りし、自分の頭のサイズに合わせた
色々な目や鼻、口を付けていきます。「どんな帽子になるかな？」
とワクワクしながら作りました。

イベントはプロセスこそ楽しいのだ

第2乙訓ひまわり園




